
埋設有害鳥獣（イノシシ等）の 
焼却処理について 

地域協議会説明資料 

（市民生活部生活環境課） 



■これまでの経緯 

 本市では、東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所事故以降、区域

内への立ち入りの制限や、これまで食用として捕獲していたイノシシが、体内に取り込ん

だ放射性物質の影響を受け、出荷制限や摂取制限となり、事実上捕獲が休止状態と

なっておりました。 

 その結果、イノシシが想定外に増加し、農作物の被害発生は勿論、市街地まで出没

する状況から、市民生活に不安を及ぼす状態となっておりました。 

 その後、農作物への被害防止を目的に鳥獣被害防止緊急対策事業などにより、これ

までに市内全域において、猟友会などにより、４，６５４頭が捕獲され処分が行われたと

ころであり、それらについては、クリーン原町センターの最終処分場や市有地への仮埋

設を行っているところであります。    
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１．市内のイノシシの処分について 



２．市内におけるイノシシの仮埋設状況 

■仮埋設の状況と課題 

 ○小高区 

 震災後に小高区で捕獲されたイノシシは、小高区内の市有地に仮埋設しており、浸出
汚水による環境汚染が懸念されているところであります。 

 ◆埋設数量（平成３０年３月末現在） 
   ・ 神山 ８３１頭  羽倉 ８６３頭   合計 １６９４頭    

 ◆放射線量（平成３０年５月末現在） 

   ・ 神山  空間線量 0.49μsv/h  埋設土壌放射能濃度 230㏃/kｇ 

   ・ 羽倉  空間線量 0.29μsv/h  埋設土壌放射能濃度 440㏃/kｇ 

 ○原町区・鹿島区 

 原町区・鹿島区内で捕獲したイノシシは、クリーン原町センターの最終処分場に仮埋
設されており、これらについても、浸出汚水による環境汚染が懸念されるとともに、最終
処分場の埋立残容量の圧迫となっております。 

 ◆埋設数量（平成３０年３月末現在）  

   イノシシ ２，９６０頭 

 ◆放射線量 

   空間線量 0.12μsv/h   埋設土壌放射能濃度 631㏃/kｇ 
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3．処理の方針① 

（１）現状における課題について 

 ①市有地やクリーン原町センターでの仮埋設の継続については、浸出汚水による環境 

     汚染の懸念や、仮埋設可能な市有地が無いことや、クリーン原町センター最終処分 

     場における、埋め立て残容量の圧迫による、通常ごみの焼却に対する影響などから、 

     早急な搬出が必要な状況と捉えております。 

  

 ②クリーン原町センター焼却炉による焼却については、現在、搬入される可燃 ごみ量 

     が、処理能力である１日１０５トンを超えている中、新たにイノシシを焼却した場合、可 

     燃ごみの焼却量をさらに圧迫し減少させることになり、市民生活に影響が出ることも想 

     定されるため、現施設での焼却は困難な状況となっております。 

 

 ③建設中の有害鳥獣焼却炉における焼却については、処理能力が１日６頭から７頭で 

     あり、新たに捕獲するイノシシのみの焼却が可能な施設となっていることから、仮埋設 

     をしているイノシシの焼却は困難な状況であります。  
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3．処理の方針② 

(２）処理の方針について 

 ①市内におけるイノシシの想定外の増加については、福島第一原子力発電所事故 

       に由来するものと捉えており、これまで再三にわたり国に処理処分の要望をしてき 

       たところであるが、国は対策地域内（２０㎞圏内）に埋設された家畜の焼却処理は 

       行うものの、事業系一般廃棄物に該当するイノシシ等については、捕獲者（市）に 

       処理責任があるとして行わない方針が示されてきた。 

  ②なお、仮設焼却炉での受け入れについては、２０㎞圏内除染廃棄物等の処理状 

       況を優先させる事や、小高区や仮設焼却炉地元行政区等の承諾を条件に受け 

       入れを検討するとしていたが、その処理については、一定の見通しがついた事、 

       小高区等の承諾については、今後、市が説明会を開催し焼却処分についてお願 

       いする事などにより、仮設焼却炉における焼却処理に向けて、事務を進めて行き 

       たい。 
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3．処理の方針③ 

（３）処理方法 
 処理の工程（市が施行…国の処理手順に準じて） 
      

 

 

 

 

 

 

 

（４）焼却灰の処理 

 ・ 指定廃棄物（8,000ベクレル超）は、国が富岡の最終処分場へ搬出し処理を 

   する。 

 ・ 指定廃棄物以外は、市が民間事業者へ処分を依頼し、クリーン原町センター 

   の最終処分場の残容量確保に努める。  

 

・50㎝以下に裁断    
・小型土嚢に入れ、おがくずを混入 
・小型土嚢をまとめてフレコンに詰める 
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4．今後のスケジュール 

■ 環境省の２０ｋｍ圏外の除染廃棄物の焼却スケジュールにあわせた期間で 

  実施する。 

  ・平成３０年９月から平成３２年３月までの除染廃棄物（２０ｋｍ圏外）の処理に合わ 

      せて焼却処分するもの。 

 

   ○６/２７ 市議会全員協議会 

   ○７/６  仮設焼却施設運営協議会での説明 

   ○7/１１ 小高区区長会への説明 

   ○７/１６ 下蛯沢行政区への説明 

   ○７/１９ 原町区市政懇談会 

   ○８/１７ 鹿島区区長懇談会 

   ○８/２１～２２ 各区地域協議会   
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